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あけましておめでとうございます。２０１３年は結婚２５周年の年でもあり、父が亡くなって１０年

になります。服部商店入社３０年の年でも有ります。

今まで以上に木材のバカを貫いていこうと決心しております。言葉足らずの小生では有りますが昨年

以上宜しく御願いいたします。



二つの記事を見て如何に行動する

昨年の秋口くらいから木材業界に色んな動きが有りました。その 3 つの出来事を分析と検証そして弊

社の対策の一部を皆様に報告させて下さい。

一つの動きは昨年末で和歌山県の準大手の㈱キタハマ

さんが米マツ製材工場の製材業を中止する出来事です。

この記事の主な内容は構造材に使用される並材（米マ

ツの梁材）は超大手の広島県の中国木材に寡占化され

ている状況では、どうしようもない事です。

だから赤字部門を閉鎖するのですが、影響はそれだ

けでしょうか。この記事から直接読み取れるのはそれ

位だと思いますが、違います、建築士の方が建具等にお使いになるシトカ・スプルースにも影響を及ぼ

してくるのだろうと小生は考えています。住宅に使う米マツは中国木材もキタハマさんも仕入先はア

メリカのウエアハウザー社です。前者は直接シッパー

と取引が有り、本船１船単位で買い付けています。キ

タハマさんも一度に大量に購入していますが、前者ほ

ど多くは買い付けが出来ません、地元の木材専門商社

から購入しています。キタハマさんが工場部分を閉鎖

する事で木材専門商社は売り先がなくなるのです。

こう言った関西の並材専門工場はこの２０年間に７

０％以上倒産と廃業を余儀なくされてきました。それ

が木材専門商社の地盤と地位の低下をまねき日本が

過去に持っていたアラスカ材原木の価格決定権の喪

失に繋がっているのです。

アラスカ産原木は米マツも扱っている木材専門商社

が取り扱っています。現在専門商社の数は北海道・名古

屋・大阪・松山全部合わせて５～７社しか有りません。

昔は３０社位扱っていました。この激減した数字をみて

木材専門商社の地位と地盤が失われてきた事が解かると

思います。

この全体の動き例えば今日の良質の建築材料の無垢材

の流通量の大幅な減少に繋がってきているのです。それ

が悪循環を及ぼし１年間に５回位入荷していたスプルー

ス原木が昨年は年３回になり今年は年２回に減少するの

です。（右の記事参考→）

以上の全体の流れも考え、エンドユーザー側の動きが

悪くても１０月にスプルース原木を何時もより多く買

い付けしました。２社合わせて仕入れ数量は約８０M3

です。そしてバラエティに富んだ製材サイズの材料をス

トックし半年先の御客様のご注文をお待ちしています。

（↑上記の写真は今回製材したスプルース製材品です。）

次の記事は国内の愛知県蒲郡市のラワン合板メーカー

が来年３月末で廃業すると書いている木材専門誌の記事です。国内に存在する多くの合板工場は針葉樹



の合板工場です。超大手のセイホクも主たる

原料は南洋材から国内産及び他の産地の針葉樹

にシフトしているので一見大きな影響は少ないよ

うに読み取れていますが本当にそうでしょうか。

現在ラワン合板はインドネシア・マレーシアが主

たる生産国で日本はその２カ国から輸入しています

。しかし合板に多くの種類が有る事を存じている

方は少ないと思います。小生も合板の特殊なサイ

ズが多く有る事は知りませんでした。この新聞記

事には三百種類の合板が有ると書います。これだ

け多くのアイテムの合板を国内生産から海外生産

にシフトできるのでしょうか。確かに海外の

合板工場の設備・機械は日本製ですので品質

面は問題なくクリアー出来ると思いますが、

流通在庫の量の問題は必ず起こってくると思

います。品薄現象が将来起こると考えるのが

正しい判断だと思います。

我々南洋材の無垢材を扱っている材木屋も

この廃業の影響を受けます。ひょっとしたら

合板関係者より深刻になるかも知れません。

ところで最近南洋材の現地挽き製材品の輸

入が極端に減少しています。理由は生産国が木材以外の産業誘致に成功しているのも事実だし、天然資

源の木材を長い年月販売していこうではないかと

思われる木材輸出国の思惑も有ります。製材工場を

年間を通じて営む場合、1 日５０M3 の原木を潰す

工場なら１年間で１５，０００M3 もの大量な原木

が必要です。その確保が難しくなってきているので

す。弊社も１昨年初めから現地製材品の入手に困り

始めました。そして一昨年の秋口から製材品から原

木に仕入れの原料を変更しました。確かに商品を作

るのに手間は掛かりますが、お客様からご注文を頂

いているので当然の変更だと考えています。一昨年

から昨年１２月まで１０回南洋材原木（アガチス原

木）を買い付けましたが、半分は愛知県蒲郡の港で

卸した原木です。２０１５年４月以降に蒲郡の港に

アガチス原木が入荷する可能性は低いと考えると

先々不安ですが、先ほどの記事同様服部商店が出来

る事は御客様により良い商品を切らさず購入して

頂く為に在庫の積み増し以外の方法は見当

たらないので資金的に負担が大きいのですが実行しています。（←左記写真は１２月に製材したアガチ

ス原木数量５５M3 から製材した製材品です。）

服部商店はメーカーです。広葉樹に限らず無垢材のメーカーです。同業他社との最大の違いは服部商店

の社長は木が好きで木をこよなく愛し、しかも製材するのが大好きな変な人間です。



第１２回勉強会と第６回木材展示即売会の開催の御知らせ

２０１３年２月１６日（土曜日）か２０１３年３月１６日（土曜日）に勉強会と木材展示即売会を催

したいと思っています。詳細は未定ですが広葉樹原木の製材を見て頂こうと思っています。服部新聞１

月号（１月２５日発行）にて確定した日時を御知らせしようと思っています。

下記の写真は（４枚）昨年３月２４日に開催した第１１回勉強会『シュリサクラの製材を見て頂き

ました。』様です。昨年秋にも開催をしようと思いましたが、原料の原木の確保等開催日の確定が出来

る様な段取りが出来ませんでしたので開催を延期しました。

是非今年の春は開催したいと思っています。別紙アンケート（開催日と製材樹種のアンケート）を用

意していますのでお手数ですが記入の上 FAX にてご連絡頂けるよう御願いします。又即売会も優良材

を各種ご用意しようと思っていますので宜しくお願いします。

遠距離でご参加出来ない方々にも当日の様子を撮影した DVD を製作費用実費税込み５２５円でお分

けするサービスも行っています。又当日所要が有り来社出来ない方・遠方でご参加出来ない方々にも記

念の、年１回割引セールのご案内もさせて頂きます。

製材方法等をご説明しています。

年末のご挨拶 即売会会場の様子

服部新聞は１２月号と新年号を一緒に発行しているので、年末のご挨拶を紙面の最後に書かせて頂き

ます。昨年１２月２９日で小生が社長就任以来小生を助けてくれた上野房一氏が退社いたしました。大

変お疲れ様でした。『余談の話し。亡き父親と上野氏は同じ６月１２日生まれ。』

５０歳の時全然前の職業と違う木材業界に飛び込んで頂き服部商店を盛り上げて頂いた事に深く感

謝すると共に、残りの余生を愛されている奥様と楽しい老後を過ごされる事を祈念しています。

新しい３４歳の社員も入り会社全体は若返りしています。今後とも皆様のご指導ご鞭撻を心から宜し

くお願い致します。１月７日より平常通り営業致します。



アンケートの御願い

1、第１２回勉強会の開催日についてお聞きします。

２月１６日（土曜日）の方が良い ３月１６日（土曜日）の方が良い

2、第１２回勉強会（製材）で見たい樹種は何ですか。

チーク原木 ナラ原木 タモ原木 他（ ）

会社名

担当者名及びご参加人数

ご住所

緊急連絡先電話番号

連絡先 FAX 番号

〒５９６－００１１

大阪府岸和田市木材町１６－１

㈱服部商店

服部雅章

TEL 072-438-0173・0511

FAX 072-422-8577



ご紹介下さい
木が好きな方で是非仕込んで頂きたいと思う方がいらっしゃれば、是非ご紹介して頂き

たいと思す。小生も愛知県名古屋市の材木屋で３年間奉公してきました。

服部商店は雑木屋の材木屋のメーカーであってスプルース･アガチス等の針葉樹も製材

するちょっと変わった材木屋です。面白いが、気骨の有る服部雅章が現場から、あらゆる

木の勉強等仕込ます。ちょっと厳しいかも知れないがやる気のある方がいれば是非ご紹介

下さい。出来れば東北の被災地の方がいれば良いなーとも思います。

ご本人様記入欄↓

お名前

ご住所

連絡先電話番号

ご紹介者様記入欄↓

お名前

ご職業

ご住所

連絡先電話番号

ご紹介者とのご関係

〒 596-0011

大阪府岸和田市木材町 16-1

㈱服部商店 服部雅章

TEL 072-438-0173・0511

FAX ０７２－４２２－８５７７



年間購読の（ネット配信）御申し込み書

服部新聞の正月号（１月１日）号だけをお送りしている方で年間を通じて引き続き購読

を希望される方にご連絡させて頂きます。

下記欄に記入してお申し込みを頂いた方に毎月メール（ＰＤＦにて作成）でお送りする

サービスを始めました。

1、 服部新聞正月号は役に立った・面白かった。

はい いいえ

2、 メールで引き続き服部新聞を送って欲しい

はい いいえ

会社名

ご担当者名

送付先メールアドレス

ご住所

お電話

ＦＡＸ番号

〒596-0011

大阪府岸和田市木材町 16-1

㈱服部商店

服部雅章

ＴＥＬ 072-438-0173・0511

０７２－４２２－８５７７


